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超軽量動力機のための木製双フロートの設計と製作 (第 1 報) 
First report:  A Design and Built of Wooden Floats for Micro-Light-Airplane 
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The wooden floats for the micro-light-airplane were designed after Cresswell Walker and built by hand. They were based 
on standard boat-building techniques and on plans simplified their hull shape in order to facilitate their construction with 
marine ply-wood. The design was assisted with three-dimensional computer aided design software and could be scaled 
to any displacement required. In this report, some procedures calculating the buoyancy of each water tightness 
compartment and the limit of capsize were mentioned. The building process of the wooden floats was explained in detail, 
some useful techniques were introduced. The construction of the wooden floats was completed in December 2006, and 
MAXAIR DRIFTER installing these floats succeeded in the water taxing. 
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航空法第 10 条第 4 項は，耐空証明を受けなければ航空の
用に供することが出来ないと規定しているが，地上の人および
他の航空機に対する危険や環境問題などを惹起せず，搭乗
















































3.  木製双フロートの設計 
3.1.  耐空性審査要領 
水上用超軽量動力機の飛行安全を確保するため，耐空性










付図 2 に最終仕様（MK383）の三面図，付図 3 に隔壁断面
図を示す．ドリフターXP-R503L の最大離水重量 392kg に対
して，Cresswell Walker の設計プランは，最大離水重量




















領 4-6-1-2 では，「4 個以上の水密区画」を設けることを求めて
いる．表 1 は，真水中（比重 1.0 とする），喫水線がデッキ面ま
で上昇した場合の各水密区画の内部体積をフロート 1 本あた
りで求めた結果である．第 3 水密区画（C-D）の内部体積は 71






水体積の和は 146 リットルとなる．1 本のフロートの浮力が
371kg であるため，片側だけ浮力を 146kg 失った場合，浸水


















あるが，第 2 報で報告する． 
 
4.  木製双フロートの製作(3)





バウ隔壁 A，ステップ隔壁 E’およびスターン隔壁 I は，最終的
に 2 枚張りしており，8mm 材の使用を推奨する． 
 
 
図 1 原寸大で出力した断面図と切り出した隔壁 
 







表 1 水密区画の体積（三次元 CAD で求めた設計値） 
 
水密区画 A-B B-C C-D D-E E-F F-G G-H H-I 合計 
区画間の距離 mm 474 474 474 372 474 474 474 474 3730 
排水量（水密区画の外部体積） ㍑ 28 65 81 65 58 45 32 18 392 
浮力体積（水密区画の内部体積） ㍑ 25 57 71 57 51 40 28 16 345 
隔壁および縦通材の体積 
（檜，エゾマツ，乙種，比重 0.42） ㍑ － － － － － － － － 35 
外板（厚さ 3mm）の体積 























縦通材には檜の角材を使用した．キール A は 24×60mm，
フレア B とガンネル D は 12×24mm，デッキ F，ストリンガーE
およびチャイン C は 24×24mm を使用した．図 3 では前部キ
ールの接着準備をしており，フレアはすでに接着されている． 
 
工程 4 図 4 参照．前部キールなど曲率半径の小さい縦通
材は，過熱蒸気で軟化させながら，荷重をかけて曲げ加工し
た．カヌーの製作では厚さ 60mm が必要な場合，厚さ 10mm




















図 4 キール材の曲げ加工 
 
 










支持部，図 10 の A）をボルト締結し，このフロート側支持部とス
プレッダー（図 10 の B）をボルト締結した．このフロート側支持
部は，隔壁 C-D および F-G 間でボルト締結されるため，両隔
壁間に補強板を接着した． 
 
工程 6 図 7 参照．内壁面にエポキシレジンを塗布し，防
水処理を行ったのち，順次外板を接着していく．仮止めには










ホール（図 10 の C）を装着した． 
 
5.  あ と が き 
平成 18 年 12 月，木製双フロートを装着した供試機は霞ヶ
浦で進水し，設計通りの喫水を確認，離岸・着岸試験，アイド
ルタクシー，8 の字滑走を行った．現在，第 1 段階（ジャンプ飛
行）の試験飛行許可を東京航空局に申請準備中である．許可
申請に必要となる荷重検討結果，フロート支持部の強度検討













(1) 国土交通省 航空局航空機安全課: 国空機第 1142 号（サーキュ
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図 10  フロート側支持部とスプレッダー 
 












付図 1 設計検討の流れ 
前提条件 設計検討の流れ 検討結果 
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